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平
成
十
七
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総

額
は
、
河
辺
・
雄
和
の
旧
二
町
の
予
算

が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
昨
年
度
の

当
初
予
算
と
比
べ
て
三
・
九
㌫
増
え
、
千

百
七
十
三
億
七
千
六
百
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

歳
入
の
柱
で
あ
る
市
税
収
入
は
、
昨

年
度
の
一
市
二
町
の
予
算
合
計
額
よ
り

も
一
億
三
千
万
円
ほ
ど
増
え
る
見
込
み

で
す
が
、
そ
れ
で
も
平
成
七
年
度
前
後

の
低
水
準
か
ら
回
復
で
き
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
借
金
で

あ
る
市
債
は
、
減
税
補
て
ん
債
一
括
償

還(

※)

で
大
き
く
ふ
く
ら
ん
だ
昨
年
度
と

比
べ
る
と
約
四
十
億
円
ほ
ど
減
り
ま
し

た
が
、
厳
し
い
状
況
は
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。

平
成
十
七
年
度
は
、
市
町
合
併
に
伴

う
新
市
建
設
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り

ま
す
。
そ
の
ス
タ
ー
ト
を
支
え
る
市
の

予
算
は
、
厳
し
さ
の
中
に
あ
っ
て
も
、

分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
簡
素
で
効

率
的
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
見

す
え
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(

主
要
事
業
の
紹
介
は
四
〜
九
ペ
ー
ジ)

市
税
収
入
は
微
増
、

厳
し
い
状
況
は
変
わ
ら
ず

項目 予算額

市　税

地方交付税

市　債

国庫支出金

諸収入

県支出金

地方消費税交付金

地方譲与税

使用料及び手数料

繰入金

地方特例交付金

分担金及び負担金

繰越金

財産収入

自動車取得税交付金

利子割交付金

その他

計

歳入

平平成成1177年年度度

予予算算
事事業業

421億5,833万8千円

228億1,900万円

146億4,160万円

129億4,094万6千円

63億744万1千円

38億5,610万3千円

32億6,371万2千円

24億6,828万9千円

24億2,153万2千円

17億3,580万1千円

14億7,757万3千円

10億6,655万7千円

8億9,800万円

6億1,397万6千円

3億4,682万9千円

1億2,545万6千円

2億3,484万7千円

1,173億7,600万円

一般会計予算
1,173億7,600万円(当初)

とと

合
併
元
年

す
く
す
く
と
育
ち
ま
す
よ
う
に(

川
口
保
育
所)



項目 予算額

民生費
土木費
総務費

公債費
教育費
衛生費

商工費
消防費
農林水産業費

議会費
労働費

諸支出金
災害復旧費
予備費

計　 1,173億7,600万円

扶助費…おもに福祉、医療に
かかる給付金
公債費…市が支払う借金返済
額
物件費…消耗品費、光熱水費、
通信運搬費、委託料など
投資的経費…道路、学校建設
など、将来市民の財産となる
ものに支出されるお金
補助費等…補助金、報償金、
保険料など
繰出金…国民健康保険事業、
老人保健医療事業などほかの
会計に支出するお金
その他…事務費などの消費的
経費ほか

歳出
補助費等�

歳出・性質別グラフ

国
が
進
め
て
い
る

三
位
一
体
改
革
│
。

市
の
予
算
へ
の
影
響
は
、
こ
の

改
革
で
創
設
さ
れ
た
「
所
得
譲
与

税
」
が
約
六
億
二
千
万
円
入
り(

地

方
譲
与
税
に
含
ま
れ
る)

、
国
か
ら

の
補
助
金
が
約
四
億
二
千
万
円
減

り
ま
す
か
ら
、
現
時
点
で
大
き
な

減
収
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
地
方
交
付
税
や
臨
時
財

政
対
策
債(

国
か
ら
の
地
方
交
付

税
で
補
う
こ
と
が
で
き
る
借
金)

の

総
額
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
に
な
っ
て

い
ま
す
。

事業の内容は、
４ページから９ページまで掲載

303億1,733万4千円
193億9,539万5千円
168億1,926万円

159億5,428万8千円
120億6,682万9千円
92億2,309万9千円

63億5,764万6千円
35億9,814万4千円
22億8,283万6千円

7億5,565万4千円
4億9,775万8千円

2,775万2千円
5千円

8,000万円

三さ
ん

位み

一
体

い
っ
た
い

改
革
の
影
響
は
？

102億 286万５千円
125億4,570万５千円

７億 103万４千円

239億9,377万７千円

会計別 平成17年度予算

会 計 別 平成17年度予算

779億2,260万3千円

474億4,338万1千円

特定の事業の収入を、直接
その支出にあてるため、一般
会計と区別して、下記の11
の特別会計を設けています。

企業会計

特別会計

土地区画整理会計
市 有 林 会 計
市 営 墓 地 会 計
中央卸売市場会計
農業集落排水会計
大森山動物園会計
廃 棄 物 発 電 会 計
国民健康保険事業会計
老人保健医療事業会計
母子寡婦福祉資金貸付事業会計
介護保険事業会計

15億7,589万1千円

1億8,114万3千円

4,758万3千円

６億5,483万円

15億6,957万9千円

４億1,535万4千円

１億2,733万8千円

262億7,875万3千円

312億7,434万1千円

9,838万8千円

156億9,940万3千円

病 院

水 道

交 通

下水道

秋田市には、下記の４つの
企業会計があります。

●市には、一般会計とは
別に、「企業会計」と「特別
会計」があります。

※
減
税
補
て
ん
債
の
一
括
償
還
…
平
成

七
、
八
年
度
に
行
わ
れ
た
個
人
住
民

税
な
ど
の
税
制
改
正
に
よ
る
地
方
公

共
団
体
の
減
収
を
埋
め
る
た
め
に
発

行
を
許
さ
れ
た
地
方
債
の
償
還
。
満

期
を
迎
え
た
平
成
十
六
年
度
に
一
括

償
還
し
、
満
期
日
に
発
行
額
全
額
を

借
り
換
え
ま
し
た
。

広報あきた　４月１日号03
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●
市
民
の
移
動
手
段
と
し
て
重
要
な
生
活
バ
ス
路

線
の
維
持
を
は
か
る
た
め
、
バ
ス
事
業
者
に
助

成
し
ま
す
。
ま
た
、
本
市
に
適
し
た
公
共
交
通

体
系
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

予
算
▼
３
億
５
０
７
６
万
円

●
都
市
計
画
道
路
の
う
ち
、
街
路
は
、
土
崎
駅
前

線
、
楢
山
地
区
の
秋
田
環
状
線
な
ど
の
整
備
を

継
続
し
、
新
た
に
外
旭
川
新
川
線
、
明
田
外
旭

川
線
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
幹
線
道

路
は
飯
島
金
足
線
、
南
部
中
央
線
を
引
き
続
き

整
備
し
ま
す
。
予
算
▼
１
９
億
２
２
１
３
万
円

●
土
崎
中
央
四
丁
目
の
土
崎
幼
稚
園
北
側
に
、
歩

道
を
新
設
し
ま
す
。

予
算
▼
３
８
０
０
万
円

●
八
幡
田
地
下
道
線
の
老
朽
化
し
た
融
雪
施
設
を

整
備
し
ま
す
。

予
算
▼
４
５
０
０
万
円

●
秋
田
駅
Ｗ
ｅ
ロ
ー
ド
を
自
転
車
が
通
行
で
き
る

よ
う
に
す
る
西
側
昇
降
口
の
整
備
の
た
め
の
実

施
設
計
を
行
い
ま
す
。
予
算
▼
１
８
０
０
万
円

●
中
心
市
街
地
の
公
共
用
地
を
有
効
活
用
す
る
た

め
、
民
間
開
発
事
業
に
対
応
し
た
公
共
用
地
活
用

の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
予
算
▼
５
０
０
万
円

●
浸
水
被
害
を
防
ぎ
、
汚
水
を
き
れ
い
に
処
理
す

る
下
水
道
は
、
引
き
続
き
金
足
・
下
新
城
・
広

面
・
仁
井
田
・
浜
田
・
四
ツ
小
屋
地
区
な
ど
を

整
備
し
ま
す
。
予
算
▼
３
８
億
２
７
６
６
万
円

●
市
民
参
加
の
手
法
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
千
秋

公
園
の
自
然
ゾ
ー
ン
の
整
備
や
桜
の
樹
勢
回

復
、「
黒
門
・
唐
金
橋
」
再
建
の
検
討
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

予
算
▼
４
０
１
０
万
円

●
ご
み
の
不
法
投
棄
多
発
地
点
に
監
視
カ
メ
ラ

「
み
て
る
く
ん
」
を
増
設
し
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー

ル
車
も
増
車
し
、
巡
回
監
視
を
強
化
し
ま
す
。

予
算
▼
１
５
２
５
万
円

●
引
き
続
き
「
環
境
貯
金
箱
」
作
戦
を
展
開
し
、

ご
み
減
量
化
を
進
め
ま
す
。
十
七
年
度
の
目
標

貯
金
額
は
８
０
７
万
８
千
円(

ご
み
減
量
７
０

０
０
㌧
分)

。

予
算
▼
５
８
万
円

●
市
町
合
併
に
よ
る
市
域
の
拡
大
に
伴
い
、
統
一

し
た
固
定
資
産
税
の
課
税
資
料
の
整
備
・
運
用

を
は
か
る
た
め
、
航
空
写
真
を
活
用
し
た
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
着
手
し
ま
す
。

予
算
▼
１
億
２
８
０
万
円

生
活
バ
ス
の
運
行
に
助
成
し
、

移
動
手
段
の
確
保
に
努
め
ま
す

環
境
学
習
を
積
極
的
に
推
進

道
路
や
歩
道
、
住
宅
の
整
備
を
計
画
的
に

行
い
、
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
内
の
省
エ
ネ
や
ご
み
減
量
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

１
ま
ち
づ
く
り
・
環
境

環
境
と
調
和
し
快
適
に
暮
ら
す
緑
豊
か
な
ま
ち

(仮称)第２リサイクルプラザの整備…粗大ごみや金属類の
中から、鉄やアルミを資源として回収するリサイクル施
設を市総合環境センター敷地内に建設します。平成18年
秋に完成予定。 予算　７億６４９万円

あ
き
た
環か

ん

境き
ょ
う

楽
会

が

っ

か

い

市
内
の
大
学
生
か
ら
メ
ン
バ
ー
を
募

り
、
新
た
な
環
境
学
習
の
指
導
者
を
育

成
し
ま
す
。

研
修
会
を
開
き
、
環
境
学
習
の
企
画

を
考
え
る
ほ
か
、
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

の
交
流
会
な
ど
で
、
指
導
者
と
し
て
活

躍
し
て
も
ら
い
ま
す
。予

算
▼
３
０
万
円

環
境
学
習
の
指
導
者
を
育
て
ま
す

問
い
合
わ
せ

環
境
企
画
課T

E
L(

８
６
３)

６
６
３
２

▼



企
業
間
の
交
流
や
連
携
の
場
を
つ
く
り
、
地

元
企
業
の
創
業
や
発
展
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
豊
か
な
地
域
資
源
を
活
か
し
、
地
産

地
消
や
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組

み
ま
す
。

●
商
店
街
が
行
う
ソ
フ
ト
事
業
や
空
き
店
舗
対
策

な
ど
を
支
援
し
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
魅

力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

予
算
▼
２
８
４
２
万
円

●
企
業
間
の
交
流
と
連
携
を
進
め
る
た
め
、
産
業

フ
ェ
ア
「
ハ
ー
ト
ピ
ア
秋
田
」
を
開
催
し
、
地

元
企
業
の
創
業
・
成
長
発
展
を
促
進
し
ま
す
。

予
算
▼
２
２
０
万
円

●
秋
田
市
総
合
計
画
な
ど
、
各
種
計
画
の
基
礎
資

料
と
す
る
主
要
商
業
地
の
通
行
量
調
査
を
行
い

ま
す
。

予
算
▼
３
９
４
万
円

●
中
国
や
ロ
シ
ア
な
ど
、
対
岸
諸
国
と
の
経
済
交

流
を
推
進
す
る
た
め
、
市
内
の
企
業
を
対
象
に

貿
易
に
関
す
る
基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

予
算
▼
２
１
８
万
円

●
就
職
技
能
講
習
を
実
施
し
、
企
業
誘
致
し
た
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の
就
職
希
望
者
を
支
援

し
ま
す
。

予
算
▼
１
３
１
５
万
円

●
河
辺
・
雄
和
の
観
光
資
源
も
有
効
活
用
し
な
が

ら
誘
客
を
は
か
る
新
た
な
「
観
光
振
興
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。

予
算
▼
３
０
０
万
円

●
ほ
場
（
水
田
）
の
大
区
画
整
備
を
行
い
、
生
産

性
の
向
上
を
は
か
り
ま
す
。
整
備
地
区
は
下
新

城
西
部
・
河
辺
大
沢
・
雄
和
新
波
地
区
ほ
か
。

予
算
▼
２
億
２
６
５
０
万
円

●
下
北
手
中
央
地
区
で
、
家
庭
か
ら
出
る
汚
水
を

き
れ
い
に
処
理
す
る
農
業
集
落
排
水
事
業
を
行

い
ま
す
。

予
算
▼
４
億
６
０
０
０
万
円

●
林
道
改
良
や
松
く
い
虫
の
防
除
、
市
有
林
の
育

成
に
取
り
組
み
ま
す
。「
市
民
の
森
」
で
は
、

記
念
植
樹
ゾ
ー
ン
な
ど
の
造
成
を
行
い
ま
す
。

予
算
▼
３
億
９
９
５
３
万
円

●
豊
か
な
自
然
や
農
林
水
産
資
源
な
ど
を
活
用
し

て
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
(＊)
を
推
進
す
る

体
制
を
整
え
ま
す
。

予
算
▼
１
０
０
万
円

商
工
業
の
活
性
化
を

総
合
的
に
支
援
し
ま
す

地産地消の推進…市内産農畜産物の直売をセリオンや川
尻地区で定期開催するほか、アルヴェなどでも行います。
また、農家が行う朝採り野菜などの直売活動への支援、
市内産農産物の学校給食への供給の拡大などを実施しま
す。 予算 １０８万円

農産物直売所フレッシュランドまごころ(河辺)

合
併
後
の
農
林
水
産
資
源
の

有
効
活
用
を
は
か
り
ま
す

２
産
業
振
興
・
資
源
活
用

豊
か
で
夢
と
希
望
を
持
っ
て
生
き
る
活
力
あ
る
ま
ち

新メニューいろいろ
●園長の「わくわくガイドツアー」
第２・第４日曜日の午前11時～。要予約

●団体向けガイドツアー
毎日午前中１時間程度

●園長の「ここだけの話」
第２日曜日の午後１時30分～。要予約

●動物たちの「まんまタイム」
ゴールデンウィークから毎日

●餌やり体験
ゴールデンウィークから毎日

大森山動物園TEL(828)5508

ラクダ舎をリフォーム
老朽化したラクダ舎を改修し

ます。今までと違う角度からラ
クダを見ることができる楽しい
仕掛けも計画中。完成は夏ごろ
の予定です。お楽しみに！

▼
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＊グリーン・ツーリズム…緑豊かな農村地域で、自然、
文化、人々との交流を楽しむ滞在型の余暇活動。



●
高
齢
者
の
要
介
護
状
態
の
引
き
金
と
な
る
転
倒

骨
折
を
予
防
す
る
た
め
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
仲

間
づ
く
り
を
す
る
「
は
つ
ら
つ
く
ら
ぶ
」
を
開

催
し
ま
す
。
ザ
・
ブ
ー
ン
で
水
中
運
動
中
心
の

教
室
を
行
う
ほ
か
、
ひ
だ
ま
り
・
桜
の
園
・
松

寿
会
・
秋
田
け
や
き
会
・
千
秋
苑
の
各
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
地
域
の
公
民
館
な
ど
で
も

行
い
ま
す
。
六
月
か
ら
実
施
予
定
。

予
算
▼
２
９
３
万
円

●
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
理
学
療

法
士
、
作
業
療
法
士
が
運
動
指
導
を
す
る
体
力

づ
く
り
教
室
を
新
た
に
行
い
、
機
能
訓
練
事
業

の
充
実
を
は
か
り
ま
す
。
予
算
▼
２
３
２
万
円

●
新
規
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
を
五
か
所
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
二
か
所
増
や
し
、
在

宅
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
関
連
予
算
▼
１
億
２
３
４
７
万
円

●
「
秋
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
特
区
」
の
指
定
を
受
け

た
こ
と
に
よ
り
、
指
定
介
護
通
所
事
業
所

「
ア
・
ラ
・
ヤ
で
デ
イ
」
で
、
在
宅
の
知
的
障
害

者
・
障
害
児
を
受
け
入
れ
、
機
能
訓
練
や
給
食

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
い
ま
す
予
算
▼
１
８
０
万
円

●
各
種
健
康
診
査
は
、
歯
周
疾
患
検
診
の
対
象
者

に
六
十
歳
、
七
十
歳
の
か
た
を
追
加
し
、
乳
が

ん
検
診
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
を
導
入
し
ま

す
。

予
算
▼
３
億
６
５
０
３
万
円

●
健
康
相
談
教
育
事
業
に
、
妊
娠
十
六
週
か
ら
三

十
五
週
ま
で
の
妊
婦
を
対
象
と
し
た
マ
タ
ニ
テ

ィ
ー
食
生
活
講
座
を
追
加
し
ま
す
。

予
算
▼
９
１
万
円

●
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
を
対
象
に
、
資
格
取
得
講

座
の
受
講
料
補
助
や
就
業
相
談
な
ど
を
行
い
、

自
立
を
支
援
し
ま
す
。

予
算
▼
３
９
６
万
円

●
平
成
十
七
年
十
月
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
証
を
、
世
帯
に
一
枚
か
ら
被
保
険
者
一

人
に
一
枚
の
カ
ー
ド
に
変
更
し
ま
す
。

予
算
▼
３
０
１
８
万
円

高
齢
者
の
介
護
予
防
対
策
を

積
極
的
に
行
い
ま
す

高
齢
者
の
介
護
予
防
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
を

さ
ら
に
充
実
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
暮

ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域

の
防
災
体
制
を
強
化
し
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

３
福
祉
・
健
康
・
防
災

安
心
し
て
健
康
に
す
ご
す
助
け
合
い
の
ま
ち

“マツケンサンバ～オレ！”…川口保育所

災害時情報提供システム

災害時の各種情報を素早く市
民に提供するため、自主防災組
織や町内会などに電子メールな
どで情報を送信するシステムを
つくります。秋ごろの運用開始
をめざします。

洪水ハザードマップを作成
水害への備えに役立てるた

め、浸水想定区域や避難場所な
どを地図上に表した洪水ハザー
ドマップを作成し、ホームペー
ジなどで公開します。17年度は
雄物川、太平川、旭川について
作成します。 予算 １９３万円

自主防災組織の結成促進
自主防災組織の結成促進のた

め、未結成の町内会へ引き続き
職員が説明に伺います。

地域の
防災力を強化

防災対策課TEL(８６６)２０２１

予算　６９６万円

●短時間保育事業の拡大…パートで働く人などを対象に
１日５時間以内の短時間保育を実施する公立保育所を、
これまでの３か所から、15か所の全公立保育所に拡大し
ます。 ＊利用については18ページをご覧ください

●認定保育施設への助成…新たに２つの認可外保育施設
を認定保育施設として認定します。また、認定保育施
設が行う一時保育に対し助成します。

保育サービス関連予算　３億6366万円
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校
舎
な
ど
の
施
設
や
環
境
を
整
備
し
、
児
童

生
徒
の
安
全
な
生
活
を
確
保
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
九
年
に
開
催
さ
れ
る
秋
田
わ

か
杉
国
体
に
向
け
、
会
場
整
備
や
大
会
運
営

の
準
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
災
害
時
の
避
難
所
の
役
割
も
果
た
す
小
中
学
校

の
校
舎
の
耐
震
診
断
を
行
い
、
必
要
な
補
強
工

事
を
し
ま
す
。
耐
震
診
断
は
旭
川
小
、
泉
小
、

外
旭
川
小
、
下
浜
小
、
秋
田
南
中
で
実
施
。
耐

震
補
強
工
事
は
築
山
小
、
土
崎
小
、
上
新
城
小
、

金
足
西
小
、
将
軍
野
中
で
行
い
ま
す
。

予
算
▼
２
億
６
６
４
９
万
円

●
山
王
中
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
築
造
な
ど
の
環
境
整
備

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
秋
田
北
中
の
校
舎
改
築

の
た
め
設
計
業
者
を
選
定
し
ま
す
。

予
算
▼
１
億
９
８
６
３
万
円

●
広
面
小
で
管
理
教
室
棟
の
大
規
模
改
造
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
東
小
、
秋
田
東
中
、
戸
島
小
、

川
添
小
で
大
規
模
改
造
を
前
提
と
し
た
耐
震
診

断
を
実
施
し
ま
す
。
予
算
▼
２
億
３
２
４
万
円

●
市
立
小
学
校
四
十
九
校
す
べ
て
に
、
引
き
続
き

警
備
員
を
配
置
し
、
校
地
内
の
不
審
者
や
不
審

物
に
対
応
し
ま
す
。

予
算
▼
４
８
６
５
万
円

●
上
北
手
小
学
校
内
に
上
北
手
児
童
室(

仮
称)

を

設
置
し
ま
す
。
平
成
十
七
年
七
月
開
館
予
定
。

予
算
▼
１
２
７
８
万
円

●
児
童
館
の
図
書
室
な
ど
に
、
冷
房
設
備
を
整
備

し
ま
す
。
十
七
年
度
は
、
中
通
、
勝
平
、
保
戸

野
、
旭
南
、
旭
北
、
仁
井
田
、
広
面
、
大
住
、

日
新
、
旭
川
、
泉
、
港
北
の
各
児
童
館
に
整
備

し
ま
す
。

予
算
▼
２
３
１
万
円

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
、
新
た
に
二
か

所
増
や
し
、
二
十
一
か
所
に
委
託
し
ま
す
。

予
算
▼
５
１
５
８
万
円

●
平
成
十
九
年
の
秋
田
わ
か
杉
国
体
に
お
け
る
本

市
開
催
競
技
の
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国

体
へ
の
市
民
意
識
の
高
揚
を
は
か
り
ま
す
。

予
算
▼
２
６
９
８
万
円

●
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
八
橋
硬
式
野
球
場
の
メ

イ
ン
ス
タ
ン
ド
、
内
野
ス
タ
ン
ド
、
ス
コ
ア
ボ

ー
ド
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

予
算
▼
５
億
６
９
２
６
万
円

●
カ
モ
シ
カ
の
保
護
と
農
林
業
被
害
防
止
の
た

め
、
忌
避
臭

き
ひ
し
ゅ
う

袋
の
支
給
と
忌
避
剤
の
塗
布
を
行

い
、
農
業
被
害
に
対
す
る
防
護
網
の
支
給
を
再

開
し
ま
す
。

予
算
▼
９
０
０
万
円

市
立
小
学
校
全
校
に

引
き
続
き
警
備
員
を
配
置

19
年
秋
田
わ
か
杉
国
体
の

開
催
準
備
を
進
め
ま
す

４
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

可
能
性
を
伸
ば
し
生
き
が
い
を
持
て
る
文
化
の
ま
ち

八橋運動公園の整備…国体後の活用も視野に入
れ、生涯スポーツの中核的施設として利用でき
るよう、(仮称)芝生広場・クレイ球技場、園路
などを整備します。 予算　１億８９６９万円

八橋球技場

祝
！
美
短
開
学
10
周
年

開
学
十
周
年
を
迎
え
た
秋
田
公
立
美
術
工

芸
短
大
で
は
、
記
念
事
業
と
し
て
、
記
念
誌

(

Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど)

の
発
行
、
講
演
会
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
版

画
ポ
ス
タ
ー
展
な
ど
を
行
い
ま
す
。

予
算
▼
２
５
０
万
円

ま
た
、
ア
ト
リ
エ
も
も
さ
だ
に
作
品
展
示

室
を
設
置
し
、
所
蔵
作
品

な
ど
を
随
時
展
示
す
る
予

定
で
す
。
詳
し
く
は
最
終

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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●
市
民
協
働
を
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
と
市
民
委
員
会
を
設
置
す
る
ほ
か
、
市
民

協
働
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

予
算
▼
１
６
６
万
円

●
太
平
・
上
新
城
・
下
新
城
・
豊
岩
・
上
北
手
・
下

北
手
・
下
浜
・
金
足
の
地
域
セ
ン
タ
ー
の
事
務

室
と
和
室
に
冷
房
を
設
置
す
る
ほ
か
、
東
地

区
コ
ミ
セ
ン
と
上
新
城
地
域
セ
ン
タ
ー
の
屋

根
を
改
修
し
ま
す
。

予
算
▼
３
５
７
１
万
円

●
男
女
共
生
推
進
会
議
や
「
し
あ
わ
せ
実
感
男

女
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
核
と
な
っ
て
男
女
共
生
を
伝
え
、
推
進

で
き
る
人
材
（
か
た
り
べ
）の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
作
る
な
ど
、
男
女
共
生
意
識
の
浸
透
を
は

か
り
ま
す
。

予
算
▼
４
８
６
万
円

●
「
姉
妹
都
市
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
会
員
の
市
民
の
み

な
さ
ん
に
よ
る
国
際
交
流
の
自
主
企
画
事
業

を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
旧
雄
和
町
の
姉
妹

都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
・
ミ
ネ
ソ
タ
州
セ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド
市
と
今
後
の
交
流
の
あ
り
か
た
を

協
議
し
ま
す
。

予
算
▼
１
３
０
５
万
円

●
市
内
各
地
域
に
設
置
予
定
の
「(

仮
称)

市
民
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
整
備
基
本
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

予
算
▼
１
０
０
万
円

●
今
年
十
月
に
国
勢
調
査
を
実
施
す
る
ほ
か
、

工
業
統
計
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

予
算
▼
１
億
５
８
７
１
万
円

男
女
共
生
を
伝
え
る

「
か
た
り
べ
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

市
民
協
働
や
男
女
共
生
を
ふ
ま
え
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

保
戸
野
地
区
に
は
「
市
民
協
働
型
」
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
開
館
し
ま
す
。

５
市
民
協
働

自
ら
考
え
主
体
と
な
っ
て
参
加
す
る
開
か
れ
た
ま
ち

保戸野地区コミュニティセンター（仮称）完成…多目的
ホール、和室、調理室、会議室などがあり、今年７月
に開館予定です。地域のみなさんが管理運営する市民
協働型のコミセンです。 予算　１億１７５８万円

楢山地区コミュニティセンターを一部改築しました。新
たに会議室、和室などが完成。どうぞご利用ください。
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市
で
は
、
四
月
一
日
か
ら
「
し
あ
わ
せ
づ

く
り
秋
田
市
民
公
聴
条
例
」
を
施
行
し
ま
す
。

こ
の
条
例
は
、
市
で
い
ろ
い
ろ
な
計
画
を

作
っ
た
り
、事
業
を
行
っ
た
り
す
る
と
き
に
、

そ
の
企
画
立
案
過
程
で
き
ち
ん
と
内
容
を
公

表
し
、
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
求

め
る
ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
で
す
。

条
例
の
対
象
と
な
る
の
は
、
市
の
総
合
計

画
、
各
行
政
分
野
の
基
本
計
画
、
重
要
施
設

の
建
設
、
市
の
基
本
的
な
方
針
ま
た
は
制
度

を
定
め
る
条
例
な
ど
。

こ
の
条
例
の
施
行
で
、
市
民
協
働
型
の
ま

ち
づ
く
り
に
も
は
ず
み
が
つ
き
ま
す
。

■
意
見
を
求
め
る
流
れ

問
い
合
わ
せ

市
民
相
談
室T

E
L(

８
６
６)

２
０
３

４月から施行！
計
画
案
な
ど
の
公
表
の
時
期
や
方
法
、
意
見
を
求

め
る
対
象
、
手
法
、
時
期
な
ど
を
検
討
し
ま
す

助
役
や
各
部
の
次
長
が
委
員
と
な
り
、
対
象
と
な

っ
た
計
画
案
を
審
査
し
ま
す

実
施
の
予
告
、
計
画
案
の
公
表
、
意
見
の
募
集
な
ど

計
画
の
素
案
・
原
案
の
作
成

意
見
聴
取
の
手
法
の
検
討

公
聴
条
例
運
用
委
員
会
で
の
審
査

意
見
聴
取
の
実
施

寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
関
す
る
検
討

寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の
見
解
の
公
表

※
詳
し
く
は
次
号
広
報
あ
き
た
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

し
あ
わ
せ
づ
く
り

秋
田
市
民
公
聴
条
例



河
辺
・
雄
和
地
域
の
上
下
水
道
や
農
業
関
連

施
設
な
ど
を
引
き
続
き
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
活
性
化
を
は
か
る
た
め
、
独
自

の
イ
ベ
ン
ト
や
伝
統
文
化
な
ど
を
支
援
し
ま

す
。

●
通
学
す
る
児
童
の
安
全
を
守
る
た
め
、
冬
の
地

吹
雪
が
激
し
い
道
路(

戸
島
畑
谷
線)

に
防
雪
柵

を
設
置
し
ま
す
。

予
算
▼
８
４
５
０
万
円

●
平
成
十
九
年
の
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
テ
ニ
ス
会

場
と
し
て
、
ま
た
、
広
く
市
民
に
親
し
ま
れ
る

施
設
と
し
て
（
仮
称
）
北
野
田
公
園
を
整
備
し

ま
す
。
完
成
は
平
成
十
九
年
三
月
の
予
定
。

予
算
▼
４
億
９
７
１
１
万
円

●
岩
見
三
内
地
区
の
老
朽
化
し
た
五
つ
の
簡
易
水

道
施
設
を
整
備
し
、
一
つ
に
統
合
し
ま
す
。

予
算
▼
３
億
６
４
４
８
万
円

●
河
辺
諸
井
地
区
な
ど
の
下
水
道
を
整
備
し
ま
す
。

予
算
▼
３
億
７
４
０
万
円

河
辺
岩
見
三
内
地
区
の

老
朽
化
し
た
水
道
施
設
を
統
合

雄
和
芝
野
に
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

６
河
辺
・
雄
和
地
域

合
併
元
年
の
ま
ち
づ
く
り

●
河
辺
岩
見
地
区
の
農
業
集
落
排
水
施
設
を
整
備

し
ま
す
。

予
算
▼
３
億
２
３
０
０
万
円

●
河
辺
墓
地
の
危
険
箇
所
を
改
修
し
ま
す
。

予
算
▼
１
２
０
０
万
円

●
岩
見
三
内
小
学
校
の
改
築
に
と
り
か
か
り
ま

す
。
事
業
年
度
は
十
七
〜
二
十
一
年
度
。
今
年

度
は
、
校
舎
な
ど
の
耐
力
度
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

予
算
▼
８
５
９
万
円

●
雄
和
芝
野
地
区
で
、
水
稲
や
大
豆
の
生
産
に
必

要
な
共
同
利
用
機
械
施
設(

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー)

の
整
備
を
進
め
ま
す
。
完
成
は
平
成
十
七
年
九

月
の
予
定
。

予
算
▼
２
億
１
７
３
０
万
円

●
雄
和
種
平
地
区
の
農
業
集
落
排
水
施
設
を
整
備

し
ま
す
。

予
算
▼
２
億
３
３
５
万
円

●
雄
和
相
川
地
区
の
下
水
道
を
整
備
し
ま
す
。

予
算
▼
２
億
９
０
３
万
円

●
川
添
保
育
所
の
乳
児
室
の
増
改
築
な
ど
を
行
い

ま
す
。

予
算
▼
２
５
０
０
万
円

●
高
規
格
救
急
自
動
車
を
河
辺
消
防
署
雄
和
分
署

へ
配
置
し
ま
す
。

予
算
▼
３
４
４
２
万
円

●
雄
和
中
学
校
の
改
築
に
と
り
か
か
り
ま
す
。
事

業
年
度
は
十
七
〜
二
十
一
年
度
。
今
年
度
は
、

校
舎
な
ど
の
耐
力
度
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

予
算
▼
７
６
５
万
円

●
「
地
域
個
性
発
揮
事
業
」
と
し
て
、
河
辺
・
雄

和
両
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
地
域
独
自

の
イ
ベ
ン
ト
、
伝
統
文
化
の
継
承
な
ど
を
支
援

し
ま
す
。

予
算
▼
１
０
０
０
万
円

花いっぱいの雄和華の里スプリングフェア。今年も４月下
旬から開催します。ぜひおいでください！

雄和華の里エリアの整備…バリアフリー対応の公衆
トイレや通路を整備します。 予算　１９８２万円

第
２
回
地
域
審
議
会
を
開
催

４
月
14
日
(木)
午
後
２
時
〜
　

河
辺
総
合
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

三
世
代
交
流
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

地
域
振
興
局
総
務
課T

E
L(

８
６
６)
２
７
８
５

第
二
回
河
辺
・
雄
和
地
域
の
地
域
審
議

会
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
新
年
度
の

当
初
予
算
の
内
容
、
事
業
執
行
へ
の
要
望

事
項
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

傍
聴
自
由
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

河辺雄和

４
月
20
日
(水)
午
後
３
時
〜
　

雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
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(財)秋田市総合
振興公社が発足

●都市建設公社
●環境保全公社
●緑地管理公社

を統廃合

都
市
建
設
公
社
、
環
境
保
全
公
社
、

緑
地
管
理
公
社
を
統
廃
合
し
、
４
月
１

日
か
ら
新
た
に
「
(財)
秋
田
市
総
合
振
興

公
社
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

市
の
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
統
廃

合
し
た
も
の
で
、
経
営
力
の
強
化
を
は

か
り
、
多
様
な
事
業
に
対
応
す
る
行
政

補
完
型
公
社
と
な
り
ま
す
。

(財)
秋
田
市
総
合
振
興
公
社
に
は
環
境

事
業
部
、
緑
地
施
設
部
、
住
宅
事
業
部

が
あ
り
、
い
ま
ま
で
の
業
務
に
加
え
、

建
築
確
認
検
査
、
新
規
墓
地
造
成
、
西

部
工
業
団
地
整
備
受
託
な
ど
、
新
た
な

事
業
も
展
開
し
ま
す
。

事
務
局
は
、
御
所
野
に
あ
る
秋
田
市

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
内
の
環
境
事
業
部

に
置
き
ま
す
。

な
お
、
住
宅
地
・
工
業
用
地
の
造
成

分
譲
な
ど
を
行
っ
て
い
た
都
市
建
設
公

社
は
、
設
立
目
的
を
達
成
し
た
こ
と
か

ら
、三
月
末
を
も
っ
て
解
散
し
ま
し
た
。

環
境
事
業
部

市
総
合
振
興
公
社

の
事
務
局
。
空
き
び

ん
、
空
き
缶
な
ど
の

収
集
処
理
業
務
を
行

っ
て
い
た
環
境
保
全

公
社
の
業
務
を
引
き

継
ぎ
ま
す
。

秋
田
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
内

T
E
L(

８
２
９)

３
５
６
８

雄
物
川
河
川
敷
に
あ
る
ゴ
ル
フ
場
・

秋
田
リ
バ
ー
サ
イ
ド
グ
リ
ー
ン
の
運
営

や
公
園
維
持
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
た

緑
地
管
理
公
社
の
業
務
を
引
き
継
ぎ
ま

す
。ま

た
、
御
所
野
の
秋
田
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
ガ
ー
デ
ン
の
管
理
運
営
も
新
た
に
行

い
ま
す
。

な
お
、
両
ゴ
ル
フ
場
で
利
用
で
き
る

ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
や
共
通
パ

ス
ポ
ー
ト
の
発
行
も
行
い
ま
す
。
コ
ー

ス
料
金
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

秋
田
リ
バ
ー
サ
イ
ド
グ
リ
ー
ン
内

T
E
L(

８
２
９)

０
２
２
１

●
住
宅
セ
ン
タ
ーT

E
L
(

８
６
３)

４
７
３

１
…
秋
田
市
建
築
指
導
課
で
行
っ
て
い

る
建
築
確
認
検
査
を
、
５
月
か
ら
住
宅

セ
ン
タ
ー
で
も
行
う
ほ
か
、
６
月
か
ら

住
宅
金
融
公
庫
の
設
計
審
査
・
現
場
審

査
も
実
施
し
ま
す
。

建
築
確
認
な
ど
の
業
務
範
囲

①
階
数
が
２
以
下
か
つ
床
面
積
の
合
計

が
500
㎡
以
内
の
住
宅(

併
用
住
宅
・
長

屋
住
宅
・
共
同
住
宅
を
含
む)

②
住
宅
に
付
属
す
る
車
庫
、
物
置
な
ど

③
住
宅
の
敷
地
内
に
設
置
さ
れ
る
建
築

設
備
お
よ
び
工
作
物

●
住
宅
管
理
課T

E
L
(

８
６
３)

５
８
５
８

(

24
時
間
受
付)

…
秋
田
市
住
宅
整
備
課
で

行
っ
て
い
た
市
営
住
宅
な
ど
の
小
破
修

繕
と
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。
修
繕
業

務
の
た
め
、
職
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
営
住
宅
関
係
の
業
務
内
容

①
小
破
修
繕(

柱
・
壁
の
修
繕
、
給
排
水

管
の
漏
水
修
繕
、
共
同
受
信
ア
ン
テ

ナ
の
修
繕
な
ど)

②
環
境
整
備(

樹
木
剪
定
、
草
刈
り
、
害

虫
駆
除
、
通
路
の
除
雪
な
ど)

③
入
居
前
修
繕

市
役
所
山
王
別
館
１
階

緑
地
施
設
部

リサイクルプラザ

住
宅
事
業
部

※
修
繕
業
務
以
外
の
住
宅
入
居
申
込
、

退
去
届
、
家
賃
、
証
明
書
に
関
す
る
業

務
は
従
来
ど
お
り
、
住
宅
整
備
課
で
行

い
ま
す
。

T
E
L(

８
６
６)

２
１
３
４

総
務
課T

E
L(

８
２
３)

８
４
３
４

物
品
や
業
務
委
託

の
入
札
・
契
約
、
事
業
認
可
な
ど

お
客
様
セ
ン
タ
ーTE

L(

８
２
３)

８
４
３
１

水
道
料
金
・
下

水
道
使
用
料
の
徴
収
、
上
下
水
道
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど

河
辺
お
客
様
セ
ン
タ
ーT

E
L(

８
８
２)

５
２
５
１

雄
和
お
客
様
セ
ン
タ
ーT

E
L(

８
８
６)

５
５
５
５

給
排
水
課T

E
L(

８
２
３)

８
４
３
２

給
水
装
置
工
事
の

受
け
付
け
、
水
洗
ト
イ
レ
の
改
造
に
と
も
な
う
資
金
の

融
資
あ
っ
せ
ん
や
助
成
、
排
水
設
備
に
関
す
る
こ
と

維
持
管
理
課T

E
L(

８
２
３)

８
４
３
３

配
水
調
整
に
関

す
る
こ
と
、
下
水
道
管
き
ょ
・
ポ
ン
プ
の
維
持
管
理
な
ど

水
道
建
設
課T

E
L(

８
２
３)

８
４
３
５

配
水
管
の
整
備

下
水
道
建
設
課T

E
L(

８
６
４)

１
４
５
５

下
水
道
施
設
の
建
設

浄
水
課T

E
L(

８
３
９)

２
２
１
１

浄
水
場
、
配
水
場
、

ポ
ン
プ
場
の
維
持
管
理

下
水
道
施
設
課T

E
L(

８
６
４)

１
４
０
１

下
水
の
終
末
処
理

水
質
管
理
セ
ン
タ
ーT

E
L(

８
２
８)

１
４
５
１

水
質
の

検
査
・
研
究

上下水道局

10

経
営
の
効
率
化
と
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
一
層
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、

４
月
か
ら
水
道
局
と
下
水
道
部
が

一
つ
に
な
り
、「
上
下
水
道
局
」
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
窓
口
は
旧
水
道
局(

川
尻
み
よ
し

町)

に
一
本
化
し
ま
し
た
。
下
水
道
の
使
用
料
や
受
益
者
負

担
金
に
関
し
て
は
旧
水
道
局
内
の
お
客
様
セ
ン
タ
ー
で
、

水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
際
の
融
資
や
助
成
、
排
水
設
備

に
関
す
る
こ
と
は
給
排
水
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

窓
口
は
旧
水
道
局

※
下
水
道
建
設
課
、
下
水
道
施
設
課
の
所
在
地
は
旧
下
水
道
部(

八

橋
本
町
六
丁
目)

に
な
り
ま
す
。



４
月
１
日
か
ら
、
河
辺
・
雄
和
区
域
の
ご
み
収
集
日
が
変
わ

り
ま
す
。
下
記
の
ご
み
の
分
別
に
従
っ
て
、
収
集
日
の
朝
６
時

か
ら
８
時
ま
で
に
ご
み
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
��

���

�
�

�
�
�
�

４
月
か
ら
ご
み
の

収
集
日
が
変
わ
り
ま
す

ご
み
の
分
別
方
法

▼
ご
み
の
収
集
日
程
に
つ
い
て
…

環
境
業
務
課T

E
L(

８
６
３)

６
６
３
１

河
辺
市
民
セ
ン
タ
ーT

E
L(

８
８
２)

５
１
３
２

雄
和
市
民
セ
ン
タ
ーT

E
L(

８
８
６)

５
５
２
０

▼
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
…

廃
棄
物
対
策
課T

E
L(

８
６
６)

２
９
４
３

問い合わせ

�
��

���

�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�

�
�

�
�

��

�

�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�

�
�

河辺・雄和の
みなさんへ

▼

４月からの収集日

３月中旬に河辺・雄和地区に全戸配
布した「暮らしの伝言板」も見てね！
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弥
生
三
月
は
卒
業
や
退
職
、
卯
月
四
月

は
入
学
や
就
職
と
、
我
が
国
で
は
人
生
の

大
き
な
区
切
り
の
季
節
と
な
り
ま
す
。

市
長
と
し
て
卒
業
式
や
入
学
式
に
招
か

れ
、
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
る
機
会
を
い

た
だ
く
こ
と
が
毎
年
数
回
あ
り
ま
す
が
、

今
回
は
卒
業
式
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し

ま
す
。

今
で
は
卒
業
式
の
内
容
も
、
か
つ
て
の

よ
う
に
「
蛍
の
光
」
と
「
仰
げ
ば
尊
し
」
の

二
曲
が
定
例
の
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
で
は
な
く
、

各
校
各
様
に
特
色
が
よ
く
表
さ
れ
る
進
行

に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
私
の
見
た
限
り
で

は
、
特
色
を
出
し
な
が
ら
も
皆
真
剣
で
整

然
と
し
て
お
り
、
間
々
報
道
さ
れ
る
他
県

の
か
ん
ば
し
く
な
い
事
例
な
ど
に
比
べ
れ

ば
、
本
市
の
教
育
は
正
常
に
機
能
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
実
感
で
き
ま
す
。

さ
て
式
に
臨
め
ば
、
つ
い
つ
い
数
十
年

前
の
自
分
の
時
は
、
ま
た
自
分
の
子
ど
も

た
ち
の
時
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
な
、
と
思

い
起
こ
し
な
が
ら
、
希
望
を
胸
に
抱
き
つ

つ
も
、
進
学
や
実
社
会
へ
の
門
出
を
前
に

不
安
な
面
持
ち
が
見
え
隠
れ
す
る
卒
業
生

の
表
情
に
自
然
に
ま
な
ざ
し
が
向
き
ま
す
。

よ
く
、
最
近
の
若
者
は
ド
ラ
イ
に
な
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
大
半

は
神
妙
な
面
持
ち
で
、
女
生
徒
の
場
合
は

式
が
後
半
に
な
る
に
つ
れ
、
つ
い
つ
い
涙

と
い
う
風
景
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
し
、
男

子
生
徒
で
も
、
退
場
の
際
に
在
校
生
か
ら

花
一
輪
を
贈
ら
れ
、
胸
か
ら
突
き
上
げ
る

も
の
を
こ
ら
え
顔
が
紅
潮
し
こ
わ
ば
っ
て

い
く
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

今
年
の
あ
る
卒
業
式
で
、
卒
業
生
で
は

な
く
在
校
生
の
一
人
の
男
子
生
徒
が
号
泣

し
始
め
る
と
い
う
珍
し
い
光
景
を
目
に
し

ま
し
た
。
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
っ
た
の
か

な
と
思
い
つ
つ
、
は
ば
か
る
こ
と
な
く
涙

を
流
す
彼
の
姿
を
見
て
、
決
し
て
悪
い
こ

と
で
は
な
く
、
心
に
深
く
刻
ま
れ
る
よ
う

な
素
晴
ら
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
ん
だ
な
、

と
感
動
を
覚
え
た
ひ
と
コ
マ
で
し
た
。

保
護
者
席
も
ひ
と
昔
前
と
は
少
し
様
子
が

異
な
り
、
最
近
で
は
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
や
カ
メ

ラ
付
き
携
帯
電
話
な
ど
を
手
に
し
た
か
た
が

目
に
つ
き
ま
す
。
き
っ
と
し
ば
ら
く
は
、
映

像
の
中
の
我
が
子
の
成
長
し
た
姿
に
目
を
細

め
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
一
家
談
笑
、
感
無

量
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

い
ず
れ
、
卒
業
は
進
学
、
就
職
と
い
う

次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
大
き
な
門
出
で
す
。

「
こ
の
子
ど
も
た
ち
は
ど
ん
な
人
生
を
歩
む

の
か
な
、
人
生
は
人
の
数
だ
け
あ
る
が
、
で

き
る
こ
と
な
ら
皆
に
良
い
人
生
を
歩
ん
で

も
ら
い
た
い
な
」
と
い
う
の
が
、
い
さ
さ
か

感
傷
的
な
雰
囲
気
と
な
る
卒
業
式
の
最
後

に
抱
く
偽
ら
ざ
る
気
持
ち
で
す
。

き
っ
と
、
と
も
に
笑
い
悩
み
な
が
ら
指

導
さ
れ
た
先
生
が
た
に
は
、
教
え
子
の
将

来
に
さ
ら
に
深
く
温
か
い
思
い
を
抱
い
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

保
護
者
に
お
祝
い
を
、
先
生
に
感
謝
を
、

は
ば
た
く
若
い
力
に
エ
ー
ル
を
。

市長●佐竹敬久

卒
業
、
そ
し
て
門
出

秋田市ホームページで市長の動向や記者会見の
内容などをお伝えしています。
http://www.city.akita.akita.jp/

この３月に58年間の歴史を閉じた
雄和・大正寺中学校の卒業式



昭
和
三
十
六
年
の
秋
田
国
体

は
別
名
“
民
泊
”
国
体
と
も
呼

ば
れ
、六
日
間
の
大
会
期
間
中
、

参
加
し
た
選
手
や
役
員
の
半
分

以
上
の
七
千
人
あ
ま
り
が
一
般

の
民
家
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

石
川
さ
ん
の
お
宅
は
そ
の
中

の
一
軒
で
す
。
北
海
道
代
表
の

女
子
陸
上
競
技
選
手
三
人
が
滞

在
し
ま
し
た
。
石
川
さ
ん
は
、

秋
田
北
高
校
を
会
場
に
行
わ
れ

た
民
泊
家
庭
の
料
理
講
習
に
も

参
加
し
て
、
そ
こ
で
覚
え
た
ホ
イ
ル

焼
き
な
ど
の
料
理
を
ふ
る
ま
い
、
選

手
た
ち
を
も
て
な
し
た
そ
う
で
す
。

「
近
く
の
お
宅
に
同
じ
北
海
道
の

男
子
選
手
が
泊
ま
っ
て
い
た
ん
で
す

け
ど
、
な
ぜ
か
夕
食
を
食
べ
終
わ
る

と
、
う
ち
に
集
ま
っ
て
来
る
ん
で
す
。

い
つ
も
五
、
六
人
は
い
て
、
と
っ
て

も
に
ぎ
や
か
で
し
た
よ
。
う
ち
の
子

ど
も
た
ち
と
遊
ん
で
く
れ
た
り
も
し

ま
し
た
」
と
当
時
の
こ
と
を
思
い
出

し
て
く
れ
ま
し
た
。
当
時
中
学
生
だ

っ
た
娘
さ
ん
は
、
八
橋
の
競
技
場
へ

行
っ
て
、
こ
の
北
海
道
の
選
手
た
ち

を
一
生
懸
命
応
援
し
た
そ
う
で
す
。

石
川
さ
ん
は
こ
の
と
き
毎
晩
の
よ
う

に
遊
び
に
来
て
い
た
選
手
の
一
人
、
北

海
道
に
住
む
秋
場
春
男
さ
ん
と
、
今
も

年
賀
状
を
交
換
し
続
け
て
い
ま
す
。

「
秋
場
さ
ん
か
ら
は
四
十
四
年
間
途

切
れ
る
こ
と
な
く
年
賀
状
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
う
れ
し
い
で
す
ね
。

実
は
夕
べ
初
め
て
、
思
い
切
っ
て
電

話
し
て
み
た
ん
で
す
。
当
時
十
代
だ

っ
た
秋
場
さ
ん
が
六
十
代
に
な
っ
て

ま
し
た
け
ど
、
お
互
い
懐
か
し
く
て

随
分
話
が
弾
み
ま
し
た
。
い
つ
も
年

賀
状
に
も
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
っ

て
書
い
て
あ
る
ん
で
す
。
今
度
、
北

海
道
に
行
く
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ

ひ
連
絡
し
て
み
た
い
で
す
ね
」
と
う

れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

料
理
や
洗
濯
な
ど
、
選
手
の
身
の

回
り
を
精
一
杯
サ
ポ
ー
ト
し
た
前
回

の
秋
田
国
体
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
心
残
り

な
の
は
一
度
も
競
技
場
に
行
け
な
か

っ
た
こ
と
。
今
度
は
「
で
き
れ
ば
会

場
に
見
に
行
き
た
い
」
と
、
再
来
年

の
大
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

と　き ４月24日(日)午前11時
ところ アルヴェ２階多目的ホール

民
泊
の
思
い
出
を
つ
な
ぐ

四
十
四
枚
の
年
賀
状

石
川
英
子
さ
ん(

84
歳
・
千
秋)

記念の手ぬぐいを手に微笑む石川さん

民泊家庭に配られた記念の風呂敷と、
秋田音頭の手ぬぐい。「第16回秋田国
体」の文字が見えます。

国体局総務企画課TEL(866)2830

昭和36年の秋田国体が縁で今も他県の人と交流が
あるかたの思い出を紹介します。“まごころ”がいっ
ぱいつまったあなたのお話を聞かせてください。

あれは44年前…

2007年 秋田わか杉国体

平成19年９月29日から開催される「秋田わか杉国体」。
４月24日(日)は、その開会のちょうど888日前にあたりま
す。この「８」が３つそろう日を記念してカウントダウ
ンイベントを開催します。入場無料。直接会場へどうぞ。
さあ、再来年の国体に向かって、みんなでカウントダ

ウンだ！
国体局総務企画課TEL(866)2830問い合わせ

●スギッチと子どもたちが秋田市で開催する11競技を紹介
●カウントダウンボードの点灯式 ●山王中吹奏楽部の演奏
●来場者にはスギッチグッズをプレゼント

国体開催をＰＲするリーフレットを
作成しました。秋田市で開催される
11競技を紹介しています。
市役所１階の市民相談室や、土崎・

新屋支所、各コミュニティーセンター
など、市の公共施設に設置しています
ので、ぜひご覧ください。

■リーフレットを作成

888

広報あきた　４月１日号13

▲
▲
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市
で
は
、
平
成
14
年
度
に
策
定
し
た
「
障

害
者
プ
ラ
ン
改
訂
版
」
を
見
直
す
こ
と
と
し

ま
し
た
。
新
し
い
計
画
づ
く
り
の
基
礎
資
料

と
す
る
た
め
、
調
査
基
準
日
を
４
月
１
日
と

し
て
、
一
般
の
か
た
や
障
害
の
あ
る
か
た
を

対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

無
作
為
に
抽
出
し
た
か
た
が
た
に
調
査
票

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
い
た
か

た
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

障
害
福
祉
課

TEL(

８
６
６)
２
０
９
３
フ
ァ
ク
ス(

８
６
３)

６
３
６
２

市
で
は
、「
ふ
れ
あ
い
福
祉
基
金
」
の
運

用
益
を
活
用
し
て
、
民
間
団
体
が
自
主
的
に

行
う
先
導
的
・
モ
デ
ル
的
な
保
健
福
祉
活
動

に
補
助
し
て
い
ま
す
。
補
助
金
額
に
は
上
限

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
活
動

在
宅
福
祉
の
普
及
・
向
上
を
目
的
と
す
る

活
動
／
健
康
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
の
事
業
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
活

発
化
す
る
た
め
の
事
業
―
な
ど

●
申
し
込
み

４
月
28
日
(木)
ま
で
福
祉
総
務

課T
E
L(

８
６
６)

２
０
９
２

要
介
護
４
か
５
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

高
齢
者
を
ご
自
宅
で
介
護
し
て
い
る
ご
家
族

に
、
介
護
用
品(

月
限
度
額
５
千
円
分)

、
介

護
慰
労
金(

年
間
10
万
円)

を
支
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、
介
護
慰
労
金
の
支
給
は
、
過
去
１

年
間
に
所
定
の
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
な
か
っ
た
場
合
に
限
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

介
護
保
険
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
用
品
　
紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ド
、

ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー
、
清
拭
剤
、
使
い
捨
て

手
袋

申
請
方
法
　
「
注
文
票
」
に
翌
３
か
月(

原

則
四
半
期
ご
と)

に
使
用
す
る
希
望
品
目
・

数
量
を
書
い
て
、
介
護
保
険
課
、
河
辺
・
雄

和
市
民
セ
ン
タ
ー
福
祉
保
健
班
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
品
名
は
注
文
票
に
記
載
し
て
い

ま
す
。
５
〜
７
月
分
は
４
月
18
日
(月)
ま
で
、

そ
れ
以
降
は
支
給
さ
れ
る
前
月
の
７
日
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

配
達

申
請
さ
れ
た
介
護
用
品
は
、
申
請
月

の
月
末
ま
で
に
、
ご
自
宅
に
配
達
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課

T
E
L(

８
６
６)

２
０
６
９

平
成
17
年
度
に
市
民
の
み
な
さ
ん
が
自
主

的
に
行
う
文
化
活
動
に
対
し
て
助
成
し
ま

す
。
個
人
・
団
体
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
請
の
締
め
切
り
は
４
月
28
日
(木)
。
対
象

事
業
や
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
文
化
振

興
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T
E
L(

８
６
６)

２
２
４
６

芸
術
・
学
術
の
分
野
で
活
発
な
創
作
活
動

を
行
い
、
優
秀
な
作
品
を
発
表
す
る
な
ど
、

す
ぐ
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
か
た
に
、
文
化
選

奨
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
、
秋
田
市
民
ま
た
は
秋
田
市
を
拠

点
と
し
て
活
動
し
て
い
る
個
人
・
団
体
が
、

平
成
16
年
４
月
か
ら
17
年
３
月
ま
で
に
創

作
、
発
表
、
刊
行
し
た
作
品
で
す
。

推
薦
の
締
め
切
り
は
４
月
28
日
(木)
。

●
問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
室

T
E
L(

８
６
６)

２
２
４
６

道
路
法
や
河
川
法
な
ど
の
適
用
を
受
け
な

い
里
道
、
水
路
な
ど
の
法
定
外
公
共
物
の
う

ち
、
道
路
や
水
路
の
機
能
が
あ
る
も
の
は
、

今
年
４
月
か
ら
市
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
道
路
や
水
路
の
機
能
が
な
い
法
定

外
公
共
物
の
管
理
は
、
引
き
続
き
国
が
行
い

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-

民
間
団
体
な
ど
が
行
う

保
健
福
祉
活
動
に
助
成

２

家
族
介
護
用
品
、

介
護
慰
労
金
を
支
給

３

(

仮
称)

新
秋
田
市
障
害
者
プ
ラ
ン

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

ご
協
力
を

１

文
化
選
奨
の
候
補
者
を

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

５

人口１7.３.１現在

●人口／336,192人(－130)
●男／160,207人( －78)
●女／175,985人( －52)
２月分・出生 182人

・死亡 220人
・転入 518人
・転出 610人

（ ）内は前月比

●世帯／133,036世帯(－89)

秋
田
市
文
化
振
興
助
成
金

芸
術
・
学
術
な
ど
の
文
化

事
業
に
助
成
し
ま
す

４

里
道
、
水
路
な
ど
の

取
り
扱
い
が
変
わ
り
ま
す

６



ま
す
が
、
関
係
す
る
事
務
の
取
り
扱
い
は
、

こ
れ
ま
で
の
県
地
域
振
興
局
に
替
わ
り
、
東

北
財
務
局
秋
田
財
務
事
務
所
が
４
月
か
ら
行

い
ま
す
。
里
道
、
水
路
な
ど
の
管
理
先
に
つ

い
て
は
、
用
地
調
査
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

用
地
調
査
室T

E
L(

８
６
６)

１
９
１
５

秋
田
財
務
事
務
所T

E
L(

８
６
２)

４
２
０
５

雄
物
新
橋
は
、
補
修
工
事
の
た
め
、
４
月

１
日
(金)
か
ら
５
月
31
日
(火)
ま
で
の
平
日
、
午

後
９
時
か
ら
翌
朝
５
時
30
分
ま
で
、
夜
間
通

行
止
め(

下
流
側
の
歩
道
橋
は
通
行
で
き
ま

す)

と
な
り
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
秋
田
大
橋

な
ど
、
う
回
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

秋
田
県
秋
田
地
域
振
興
局

企
画
道
路
課T

E
L(

８
６
０)

３
４
７
２

水田耕起

水田代かき

田
植

補助乾燥

もみすり

精　　米

粉・粒剤

乳　　剤

ラジコンヘリ防除

あ ぜ 塗 り

一 般 作 業

生 乾 燥

刈取・脱穀

6,000円

6,600円

苗は含みません

籾の投入・排出・見回り

籾の投入・排出・見回り

60kg当たり(紙袋を含まない)

60kg当たり

100m当たり(1m当たり45円)

男女とも１人１日当たり

ラジコンヘリコプター防除の場合
は、おおむね5ha団地単位としま
す。薬剤は含みません。

7,000円

8,000円

19,000円

7,500円

4,500円

500円

1,000円

900円

1,600円

1,200円

1,300円

4,500円

1,800円

春
作
業

乾

燥

調

製

秋
　
　
作
　
　
業

薬
剤
散
布

作業種別 料　金
（10アール当り）

備　　　考

7,500円

草 刈 り 畦はん・溝はん部分

畦はんからの散布の場合
(薬剤は含みません)
水田の中へ入っての散布の場合
(薬剤は含みません)

農作業の標準受委託料金

問い合わせ 農業委員会事務局TEL(866)2270

昨年、秋田市で起きた火災は99件で、損害額は約
２億円にのぼります。火災は不注意によるものが多
く、一人ひとりの心がけでかなり防ぐことができま
す。日ごろ忘れがちな火の恐ろしさを改めて認識し、
絶対に火災を起こさないようにしましょう。

●寝たばこは、絶対ダメ！
●ストーブは燃えやすいものから離して！
●ガスこんろなどのそばを離れるときは必ず消火
●住宅用火災警報器を設置して、逃げ遅れを防止
●寝具や衣類は防炎製品を使いましょう
●住宅用消火器を置いて、火が小さいうちに消火
●もしもに備え、隣近所の協力体制をつくりましょう

春の火災予防運動
４月３日(日)～９日(土)

火火は消した？ いつも心に きいてみて

消防本部予防課TEL(823)4247問い合わせ

397万2千円

２月の家庭ごみなどの量は、基準年(平成
15年２月)と比べて666㌧減り、貯金額は先
月末から76万９千円増えました。
貯金の使いみちについて、みなさんから

アイデアを募集しています！　環境企画課
までお寄せください。TEL（863）6632

２月末現在の環境貯金は

＊御所野の総合環境センターで焼却・溶融したごみの量(資源化物を除く)

最
終
結
果
の

発
表
は
５
月

の
広
報
で

２月の家庭ごみなどの量

農業委員会では、平成17年度の農作
業を受託・委託する際の「農作業標準受
委託料金」を下表のとおり定めました。
この料金は、通常の10㌃区画ほ場条

件をもとに算定したものです。あくま
でも目安ですので、料金設定の際は、これを参考
に地域の実情に合わせて決めてください。
労働時間は原則として１日８時間で、「まかな

い」やその他の現物支給は含まれず、委託者の補
助的な作業出役もしないものとします。

機械植え

側条機械植え

コンバインの場合(籾運搬込み)

平成17年度 ●子どもと高齢者を見かけたら“思いやり運転”で
●バイクなど二輪車に乗るときは安全確認を忘れずに
●シートベルトとチャイルドシートは必ず着けて
●飲酒運転は絶対しない・させない

春の交通安全運動
４月６日(水) 15日(金) 急がずに

マナーとゆとりで
交通安全

４
月
１
日
(金)
〜
５
月
31
日
(火)
の
平
日

雄
物
新
橋
が
夜
間
通
行
止
め

７

住宅防火 いのちを守る ７つのポイント

広報あきた　４月１日号15

▲

※50㌃区画以上の料金は、標準料金の90㌫とします。
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投票時間 午前７時～午後８時 (河辺・雄和地域は午後７時まで)

秋田市で
投票できるかた

平成16年12月17日以降に秋田市から県内の他市町村
に転出したかたで、秋田市の選挙人名簿に登録されて
いるかたは、秋田市で投票(すでに転出先の市町村の
選挙人名簿に登録されている場合は転入先で投票)

県選挙管理委員会から指定されている病院や老人
ホームなどに入院または入所中の場合は、その指定
されている施設で不在者投票ができますので、各施
設の事務局にお申し出ください。

期
日
前
投
票

投票所と投票時間

市役所分館４階、土崎支所、新屋支所、
河辺市民センター、雄和市民センター

午前８時30分～午後８時

宣
誓
書
に
記
入
を

有権者のみなさんに投票所入場券を
郵送しています。投票所入場券をな
くしても、投票所で再発行できます
ので、受付でお話ください。また、
点字投票、代理投票もできますので、
ご相談ください。

秋田市選挙管理委員会事務局TEL(866)2260

投
票
日
で

な
く
て
も

平成16年12月31日以降に県内の他の市町村から秋田
市に転入届をしたかたで、前に住んでいた市町村の選
挙人名簿に登録されているかたは、転入前の市町村で
投票

４月17日(日)は秋田県知事選挙
問い合わせ

昭和60年４月18日以前に生まれ、平成16年12月30日
までに秋田市に住民登録をして、引き続き３か月以
上市内に住んでいるかた

３月19日以降に、秋田市内で転居の届出をしたかたは、
転居前の住所地の投票所で投票

市内で転居

秋田市から転出

秋田市へ転入

●上記にある「秋田市へ転入」「秋田市から転出」したかたが投票する際
は、引き続き県内に住所を有することを明らかにする「証明書」が必要
です。その「証明書」は、新住所地の住民票担当窓口(秋田市は市民課)
で無料で発行しています。
●上記にある「秋田市へ転入」したかたは、投票用紙を送ってもらい、秋
田市で不在者投票ができますので、前に住んでいた市町村の選挙管理委
員会にお問い合わせください。投票用紙の請求用紙は秋田市選挙管理委
員会にもあります。

(

不
在
者
投
票)

秋田駅西口２階ぽぽろーど
午前９時～午後８時

岩見三内連絡所、大正寺連絡所
午前８時30分～午後５時

投
票
の
際
、「
宣
誓
書
」
に
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
入
場
券
の
裏
面
に
「
宣

誓
書
」
を
印
刷
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
記
入
し
て
お
持
ち
い
た
だ
け

ば
、
受
け
付
け
が
簡
単
に
済
み
ま
す
。

仕事の都合などで、他の市町村に滞在しているか
たは、秋田市選挙管理委員会に投票用紙を請求して、
滞在先の選挙管理委員会で不在者投票することがで
きます。請求する用紙「宣誓書」は、各市町村の選
挙管理委員会にもありますので、記載のうえ、秋田
市選挙管理委員会に送ってください。
市選管のホームページからも入手できます。
http://www.city.akita.akita.jp/city/coel/

●これまで「なかよし幼稚園」で投票し
ていたかたの投票所が「旭北地区コ
ミュニティセンター」に変わります。

●雄和左手子地区の投票所の名称が
「左手子自治会館」から「雄和左手
子交流センター」に変わります。場
所はこれまでと同じです。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身体に重度の障害があり、歩行が困難で投票所へ
行けないかたは、自宅などで投票用紙に記載して郵
送する不在者投票ができます。身体障害者手帳また
は戦傷病者手帳をお持ちで、一定の障害のあるかた、
もしくは介護保険の要介護５のかたが対象です。
また、代理記載制度もありますが、要件がありま

すので、詳しくは市選管へお問い合わせください。
郵便投票の投票用紙の請求は４月13日(水)まで。

仕
事
で
不
在
だ
っ
た
ら
？

入
院
中
は
？

４月１日(金)から16日(土)まで

▼
▼

▼

▼
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まだまだ寒い夜が続いていますが、いかがお過ごし
ですか。布団の中は暖かく、夢心地といきたいところ
ですが、隣りで寝ているご主人のいびきに悩まされて
いる奥さまはいらっしゃいませんか？
「あれ、呼吸が止まってる！」…１、２、３秒～30秒
「グァ～」…あっ、呼吸が戻った。
「あなた、起きてる！
今、息が止まっていたわよ。
苦しくないの？」
「ん？ 全然」
翌朝、ご主人は何事も無かったように起きてきまし

たが、「のどがカラカラだよ。なんか頭も重いし、寝
足りないなぁ」ー。
ご主人の仕事はタクシー運転手。彼は、表彰を受け

るほどの優良ドライバーでしたが、帰宅後、晩酌のと
き、「今日事故を起こしちゃったよ。なんか運転中眠
くて、眠くて…」と意気消沈しています。

みなさんは、「睡眠時無呼吸症候群」という病名を
聞いたことがありますか？　この病気は、「睡眠中の
いびき」「睡眠中の無呼吸」「日中の眠気」といった症
状があらわれます。
寝ている最中は、一般的に呼吸が弱くなりますが、

さらに肥満などを原因として気道(空気の通り道)が狭
くなったり、完全に閉じてしまうことでいびきをかい
たり、呼吸が止まってしまうことがあります。これに
より、体は酸欠状態となり、全身に大きな負担がかか
ります。
また、良質な睡眠がとれないため、起床時に熟睡感

がない、頭が重い、日中でも眠いといった状態になり
ます。日中の眠気は交通事故を引き起こす原因にもな
ります。
最近の研究で、睡眠時無呼吸症候群により、心臓疾

患、脳血管疾患、糖尿病なども高い率で発生すること
が報告されています。しかし、治療が可能な病気です
ので、このような症状があるかたは、早めに専門医に
相談してください。

このコーナーでは、みんなが健康で元気
に過ごすために必要な、ドクターからの
ちょっとしたアドバイスを紹介します。今月のドクター

伊藤伸朗
(市立秋田総合病院呼吸器内科医師)

先生

睡眠中のいびき、無呼吸に潜
ひ そ

む危険
寝ているときの呼吸、気になりませんか？

おおむね60歳以上のかたが対象で
す。時間は午前10時～正午。参加無
料。④以外は直接会場へどうぞ。
①リフレッシュ体操＝４月14日(木)、
飯島老人いこいの家。動きやすい服
装でどうぞ。TEL(845)3692
②ヨガ教室＝４月19日(火)、雄和ふれ
あいプラザ(雄和市民センター隣り)。
動きやすい服装で。TEL(886)5071
③軽スポーツ＝４月20日(水)、大森山
老人と子どもの家。動きやすい服装
でどうぞ。TEL(828)1651
④歴史探訪(古四王神社周辺)＝４月
27日(水)。先着20人。申し込みは４

月13日(水)午前９時から、八橋老人い
こいの家へ。TEL(862)6025

お気軽にご参加ください。
とき／４月10日(日)から10月までの
毎週日曜日、午前６時30分～６時45
分　ところ／千秋公園売店前広場
●問い合わせ　秋田県走友会の今野
久夫さんTEL(831)0169

アクアビクス、水中歩行、水泳、
エアロビクス、健康体操など。４月
４日(月)から５月31日(火)までの毎週
月・火・水・金、クアドームザ・ブーン
で。全日程受講可能なフリーコース
(5,250円)と一日コース(1,050円)があ

ります。入館料別。
なお、５月３日(火)～６日(金)は全

種目休講、５月16日(月)～27日(金)は
エアロビクスのみ開講します。
●申し込み　クアドームザ・ブーン

TEL(827)2301

会場は市保健センター。いずれも
電話などで保健予防課へ予約が必要。
食生活相談＝肥満、高血圧、糖尿病
などのかたの食事について、栄養士
が相談に応じます。４月19日(火)午前
10時～午後２時30分。TEL(883)1175
成人歯科相談＝歯周病、むし歯など、
歯の健康について、歯科衛生士が相
談に応じます。４月22日(金)午前９時
30分～正午。TEL(883)1174

健康

いきいきサロン

良質な睡眠のために早めの治療を

サンデーラジオ体操
たいそう

ザ・ブーンの健康
けんこう

講
こう

座
ざ

市
し

保
ほ

健所
けんじょ

の健康相談
けんこうそうだん



に実施します。事前にお申し込み
ください。TEL(832)3045
★青空保育 お子さんを公園で遊
ばせながら、お母さん同士、また、
保育士と日ごろの悩みなどを話し
合いませんか。時間は午前10時10
分～10時50分。雨天中止。各公園
に、駐車場がありませんのでご注
意ください。申し込みは４月５日
(火)から各保育所へどうぞ。
川口保育所TEL(832)4582 ４月
21日(木)、川口街区公園(通称：パ
ンダ公園)
牛島保育所TEL(832)3045 ４月
21日(木)、牛島兎谷地第三児童遊
園地(通称：びりびり公園)
川尻保育所TEL(823)3254 ４月
28日(木)、下夕野公園

０歳～４歳の就園前のお子さん
とお母さんが対象。遊びや移動学
習などを通して子育てを学びます。
とき／５月17日(火)から来年２月
３日(金)までの毎月第３火曜日に
10回、午前10時～正午　ところ／
西部公民館　定員／親子35組
●申し込み　４月15日(金)(必着)ま
で、往復はがきに住所、お母さん
とお子さんの名前(ふりがな)、性
別、生年月日、電話番号を書いて、
〒010-1631秋田市新屋元町15-14
西部公民館TEL(828)4217

東部地区に住む、１歳～４歳の
お子さんとお母さんが対象です。
子育てに関する学習、ミニ運動会、
ぶどう狩り、七夕など。応募多数
の場合抽選となります。

とき／５月10日(火)から来年２月
７日(火)までの毎月第１・第３火曜
日、午前10時～正午　ところ／東
部公民館　定員／親子35組
●申し込み　４月15日(金)(必着)ま
で、往復はがきに住所、お母さん
とお子さんの名前(ふりがな)、性
別、生年月日、電話番号を書いて、
〒010-0041秋田市広面字釣瓶町
13-３ 東部公民館トン東キッズ係
TEL(834)2206

外旭川地区に住む０歳～４歳未
満のお子さんが対象です。午前10
時～11時30分、外旭川地区コミセ
ンで。直接会場へ。初回参加時に
保険料320円をいただきます。
４月19日(火) お母さんと一緒に遊
ぼう　５月17日(火) 体育館開放
６月21日(火) 七夕　７月19日(火)
身体測定と育児相談　８月23日

(火) お母さんと一緒に遊ぼう
●問い合わせ　ぴよぴよ広場代表
の高橋キン子さんTEL(823)6613

★ダリアエンジェルクラブ 雄和
に住む就学前のお子さんが対象で
す。毎週金曜日(祝日を除く)午前10
時から、雄和公民館で。詳しくは
サークル代表の佐々木さんへ。

TEL(886)2028
★ばっけの会 いずれも就園前の
お子さんとその家族が対象です。
午前10時～正午、遊学舎で。参加
料300円。先着各50組。申し込み
はNPO法人子育て・高齢者介護サ
ポートばっけの会の松村さんへ。
TEL(834)4733
①みんなが主役３Ｂ体操＝４月17
日(日) ②親子こいのぼり作り講習
会＝５月３日(火)
★このゆびとまれ！ みんなでの
びのび遊びましょう。４月19日
(火)午前10時～11時30分、明徳児
童センターで。明徳地区主任児童
委員の奥山さんTEL(835)0674
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育児サークルへどうぞ
子育てママのふれあい広場

外旭川のぴよぴよ広場

トン東キッズへどうぞ

パート勤務など就労時間が短い
ため通常保育の入所要件を満たさ
ない世帯のかたが利用できる「短時
間保育」を、今年度からすべての公
立保育所(15か所)で実施します。
ご希望のかたは、４月11日(月)か

ら15日(金)まで、下記の受付場所へ
お申し込みください。入所開始は
５月２日(月)からとなります。
なお、短時間保育を利用するか

たは、保育料の免除などを行う
「すこやか子育て支援事業」の対象
になりませんのでご了承願いま
す。詳しくは児童家庭課へお問い
合わせください。

短時間保育を
ご利用ください

１日５時間まで
すべての公立保育所で実施

対象世帯

保護者がパート就労や介護などの
理由により、日中お子さんを保育
できない世帯。ただし、１か月の
就労時間が64時間以上であること
河辺・雄和の保育所では、原則、
３歳未満児が対象となります

午前７時から午後６時の間で、保
護者が希望する時間帯。ただし、
１日５時間まで（場合により延長
可）

保護者の所得に応じて算定した通
常保育料の11分の５。ただし、時
間帯により、給食などを利用する
場合は別途負担となります

児童家庭課(市役所福祉棟１階)
河辺市民センター福祉保健班
雄和市民センター福祉保健班

利用時間

保育料

申込場所

入所についての問い合わせ

児童家庭課保育担当
TEL(866)2094

申し込みは４月11日(月) 15日(金)

夜間休日
応急診療所

診療時間 19：30～22：30
診療科目 小児科、耳鼻咽喉科

夜間休日応急診療所TEL(832)3333 保健予防課TEL(883)1172

お子さんの急病は

千秋久保田町の
成人病医療センター１階

夜間

診療時間 ９：30～15：30
診療科目 小児科

※上記診療時間・科目以外の受診は、市立病院、

組合病院、赤十字病院、中通病院へどうぞ。

休・祝日
年末年始

▼
▼

▼
▼

▼ ▼
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個人通知はしませんので、母子
健康手帳別冊をよく読んで受診し
ましょう。別冊をまだお持ちでな
いかたは、市民課、土崎支所、新
屋支所、市民サービスセンター(ア
ルヴェ１階)、河辺市民センター、
雄和市民センター、岩見三内連絡
所、大正寺連絡所へどうぞ。

保健予防課TEL(883)1172
■４・７・10か月児健康診査
４・７・10か月になった日から１

か月以内のお子さんを対象に、母
子健康手帳別冊に記載されている
市内の委託医療機関(ひがし稲庭ク
リニックを除く)で行っています。
■１歳６か月児健康診査
平成15年10月生まれのお子さん

が対象です。河辺・雄和地域は、
３か月に１回の実施になりますの
で、下記の対象をご覧ください。
初日は混雑しますので、右表の地
区割りを確認して対象となる日に
直接会場へ。都合が悪く、受診で
きないかたはご連絡ください。
また、２歳未満のお子さんまで

受診できますので、まだ受けてい
ないかたもご連絡ください。当日
は、母子健康手帳と別冊、バスタ
オルをお持ちください。受付時間
は午後零時45分～１時30分。
中央地域 ５月10日(火)、市保健
センター 東部・南部①(右表参
照)地域 ５月12日(木)、アルヴェ
４階　北部地域 ５月13日(金)、
土崎支所３階　南部②(右表参
照)・西部地域 ５月17日(火)、市
保健センター　河辺地域(対象…平
成15年８・９・10月生まれ) ５月
19日(木)、河辺総合福祉交流セン
ター　雄和地域(対象…平成15年
９・10月生まれ) ５月18日(水)、
雄和公民館３階
■３歳児健康診査
平成13年11月生まれのお子さん

が対象です。河辺・雄和地域は、
３か月に１回の実施になりますの

で、下記の対象をご覧ください。
初日は混雑しますので、下表の地
区割りを確認して対象となる日に
直接会場へ。都合が悪く、受診で
きないかたはご連絡ください。
また、４歳未満のお子さんまで

受診できますので、まだ受けてい
ないかたもご連絡ください。当日
は、母子健康手帳別冊にある３歳
児健康診査用アンケートと尿検査
セット(尿を容器に採って)、母子
健康手帳をお持ちください。受付
時間は午後零時45分～１時30分。
中央地域 ５月24日(火)、市保健
センター　東部・南部①(下表参
照)地域 ５月25日(水)、アルヴェ
４階　北部地域 ５月26日(木)、
土崎公民館　南部②(下表参照)・
西部地域 ５月27日(金)、市保健
センター　河辺地域(対象…平成
13年９・10・11・12月生まれ)
６月９日(木)、河辺総合福祉交流セ
ンター　雄和地域(対象…平成13
年10・11・12月生まれ) ６月８日
(水)、雄和公民館３階
■会場の地区割り

※「東部・南部①」の会場となる
アルヴェ周辺には無料駐車場があ
りませんので、公共交通機関など
をご利用ください。

筆記用具、母子健康手帳、おし

ぼりを持って、お子さんと一緒に
直接会場の市保健センターへどう
ぞ。受け付けはいずれも開始30分
前から。受講無料。保健予防課栄
養指導担当TEL(883)1175
■初期離乳食(生後４～５か月)
４月18日(月)午前10時～11時30

分。お子さんの月齢にあった離乳
食の進め方、食品の調理法、試食。
栄養士や保健師による個別指導も
あります
■後期離乳食(生後８～10か月)
４月25日(月)午前10時～11時30分

と午後１時30分～３時の２回。お
子さんの月齢にあった離乳食の進
め方、食品の調理法、試食、歯の
お手入れ。栄養士、保健師、歯科
衛生士による個別指導もあります

参加無料。会場の子ども未来セ
ンター(アルヴェ５階)へ直接どう
ぞ。TEL(887)5340
親子のふれあい広場 就園前のお
子さんと家族が対象です。手遊び
など。時間は午前10時～10時30分。
よちよち広場(０歳～１歳)＝４

月21日(木) ぴょんぴょん広場
(２歳～３歳)＝４月28日(木)
おはなし会 就学前のお子さんが
対象です。４月12日(火)午前10時
30分～11時　
つくっちゃお 就園前のお子さん
が対象です。４月８日(金)・22日
(金)午前10時～11時30分。親子で
楽しくかんたん工作

★保育所開放 ０歳～５歳の親子
が対象です。時間は午前９時45分
～11時。直接各保育所へどうぞ。
土崎・泉・河辺中央 ４月12日(火)
牛島・岩見三内・戸島 ４月13日(水)
川尻・保戸野・港北・寺内・川添・雄
和中央・新波 ４月19日(火)
川口・手形第一 ４月26日(火)
★離乳食試食会 牛島保育所で、
保育所開放に合わせ、４月13日(水)

● 元気が大好き 育児コーナー

育 児
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乳幼児健康診査

離乳食教室へどうぞ

保育所で遊びませんか

子ども未来センターの催し

あきたでOSANPO!
ママたちが作る子育て情報誌。春の行

楽、こどもの習い事など。陶彩サエラ、
藤原書店、ブックスシティピア、プラツL、
アリスなどで販売中！　１部200円。詳
しくは武田紀美子さんへ。TEL(828)6086

春号
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４/１(金) ４/５(火)

●市民交流サロン利用術

●もうすぐ交代！

あきた観光レディー

●大森山動物園オープン！

４/６(水) ４/12(火)
月～木　午前10時30分～

火～金　午後３時50分～
土 午後 ３時55分～

水 午後10時54分～　

テレビ
ガイド

●市指定文化財の紹介

●「木の花草の花」情報

●さようなら大正寺中学校

15
分 ●４/24(日)７：30～ ABSおはよう秋田市長です「旬の花をご紹介～木

こ

の花草
そ

の花だより」

AAB  おはよう秋田市から

ABS こんにちは秋田市から

５
分
間
テ
レ
ビ
番
組
AKT  こんばんは秋田市から

詳しい放送日程は
広報課へどうぞ
TEL(866)2034

エフエム秋田 秋田市マンデー555
ABSラジオ 秋田市今週のいちネタ

毎週月　午後５ 時54分～

毎週火　午前10時30分～ラジオ
］●海外の姉妹都市でホームステイしませんか
●４月17日は県知事選挙の投票日

エフエム秋田 ふれあい情報 火～土　午前10時55分～

秋田観光コンベンション協会では、
市内外の各種行事で、秋田のすばらし
さをPRする「あきた観光レディー」を募
集します。委嘱期間は今年５月から平
成19年４月までの２年間。活動は年に15回程度。募集人
員５人。副賞は「韓国グルメ・エステの旅」。秋田のＰＲ
にあなたの力をぜひお貸しください。

秋田市に在住または通勤・通学する18歳以上のかた　
(高校生不可、未婚・既婚不問)
秋田観光コンベンション協会が主催および派遣す
る県内外の各種行事に出席できるかた(職場など
の同意が得られること)

応
募
資
格

履歴書に必要事項を記入して、普通サイズの鮮明な
カラー写真２枚(全身１枚、上半身１枚)を添え、４
月13日(水)まで、〒010-0921大町二丁目3-27 (財)
秋田観光コンベンション協会TEL(824)8686
※選考は書類審査と面接審査によります。

８月３日(水)～６日(土)に行われる｢竿燈
まつり｣観覧席(団体向け15席以上)の予約
受け付けを、４月１日(金)午前10時から行
います。｢旅行会社｣｢宿泊施設｣｢個人｣を問
わず、15席以上なら今回の申し込みが必要
です。
観覧席は、ひな壇型(一部交差点の長い

す席も含む)の指定席で、大人・子どもと
も１席2,000円(座席を必要としない乳幼児
は無料)。パンフレット(300円)、うちわ
(100円)の販売予約も受け付けます。
個人向け(14席以下)観覧席の発売は６月

１日(水)から。

予約センター(秋田ニューシティ５階秋
田観光コンベンション協会内)にある専用
用紙を使い、ファクスでお申し込みくださ
い(専用用紙は下記ホームページからもダ
ウンロードできます)。電話、来所での受
け付けはできませんのでご注意ください。
受け付けは先着順。定数を超えたものは、
すべてキャンセル待ちでお預かりします。
観覧席は、雨天中止でも払い戻しはいた

しません。団体販売、座席場所の希望は承
りません。

問い合わせ 竿燈観覧席予約センターTEL(866)9977
http://www.kantou.gr.jp

竿燈観覧席予約センター
ファクス(866)9978

申
し
込
み
は
フ
ァ
ク
ス
で
の
み
受
け
付
け

15人以上

午前10時～午後５時(土・日・祝日は休業)

応
募
方
法

秋田をPRしませんか

市では、海外の姉妹都市などと長いあいだ築いてきた
友好関係を活かし、市民のかたにホームステイ先を紹介
します。応募締切は４月21日(木)。応募方法など、詳しく
は、企画調整課国際交流担当へ。TEL(866)2033

●中国甘粛省蘭州市(２家族)
●ドイツバイエルン州パッサウ市(３家族)
●ロシア沿岸地方ウラジオストク市(２家族)
●アメリカアラスカ州キナイ半島郡(３家族)

①平成17年４月１日現在、満10歳以上の秋田市民(た
だし、単独参加は満13歳以上から)
②７日以上連続してホームステイすること

４月１日現在、満10歳以上17歳以下のかたには、市
で算定した訪問国までの航空運賃の半額を助成しま
す。ただし、希望者多数の場合は抽選となります

ホームステイ先(受け入れ可能数)

要
件

費
用
の
助
成
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小学５年生以上のかた(大人を含む)

５月７日(土)午前９時30分から
８日(日)午後１時２0分まで

太平山自然学習センター｢まんたらめ｣

４月９日(土)から太平山自然学習センターTEL (827)2171

大人4,200円　小・中学生3,450円　

●山菜採り　●デジカメで春の自然観察
●天体観測　●補陀寺・旧藤倉水源地見学

参加費

対象

山菜採りと地域探訪

申し込み

小学４年生以下は大人と同伴

春春ののままんんたたららめめももりり

ご利用ください

太平山
リゾート公園

森林学習館

３か月前の利用日同日午前８時30分から、電話でのみ受け
付けます。森林学習館TEL(827)2111

温泉のある宿泊施設。
日帰り入浴、食事もできます。

一般300円 小学生150円

テニスコート

２か月前の利用日同日午前８時30分から、電話また
は「公共施設案内・予約システム」で受け付けます。
太平山リゾート公園総合案内所TEL(827)2270

全７面
(ナイター４面)

※ナイターは１時間につき554円を加算

オートキャンプ場

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス

バ
ン
ガ
ロ
ー

２か月前の利用日同日午前８時30分から、電話でのみ受け
付けます。太平山リゾート公園総合案内所TEL(827)2270

バンガロー

トレーラーハウス

１棟510円

日帰り4,000円 宿泊11,000円

日帰り1,030円 宿泊2,060円

一般3,050円 小学生2,300円
※素泊まり、税込み料金

一般206円 高校生以下103円

新緑の仁別を満喫しませんか。親子の参加大歓迎！　
先着50人。秋田駅東口から送迎バスがあります。

1 泊 ２ 日

太平山リゾート公園のオートキャンプ場、
バンガロー、テニスの森、グラウンドゴル
フ場は４月15日(金)にオープンします。トレ
ーラーハウス、森林学習館は通年営業です。
ぜひご利用ください。

４コース、32ホール。クラブ、ボールは無料貸出！

グラウンド
ゴルフ場

一般300円小・中・高校生150円 幼児無料

申し込み

クラブハウス(休憩所)内の受付で当日お申し込みくだ
さい。100人を超える大会などを計画している場合は、
日程調整が必要ですので、早めに公園課へご連絡く
ださい。貸し切りは160人以上で、大会実施の前々月
末日までに申し込みが必要です(原則土日・祝日の貸
し切りは不可)。公園課TEL(866)2154

使用料

使用料
(１面１時間)

申し込み 入浴料金

宿泊料金

宿泊申し込み

申し込み

宿泊料金

１台の使用料(市民の場合)

１区画の使用料(市民の場合)

●グラウンドゴルフ場以外は、２か月前または３か月
前から予約ができます。

●２か月前、３か月前に同一日がない場合は、その前
日に受け付けを開始します。(例)４月30日分�２月
28日受付開始、８月31日分�６月30日受付開始

ト
レ
ー
ラ
ー

ハ
ウ
ス
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※積雪状況によりオープンが遅れる場合があります。



●申し込み　秋田南消防署救急担当
TEL(839)9551

秋田市竿燈会の会員が実演を行い
ます。竿燈の技を間近でどうぞ。
とき／４月２日(土)から10月30日(日)
までの土・日・祝日、午後１時～１
時40分　ところ／民俗芸能伝承館
(ねぶり流し館）
入館料／100円(中学生以下無料)
●問い合わせ　民俗芸能伝承館

TEL(866)7091

テーマは「地域の交通事故ゼロを
目標に！」。県警音楽隊、バトント
ワリングのパレードやステージイベ
ントなど。４月９日(土)、茶町通り、
旭北地区コミセンで。
パレード(午後２時～)
繁田園前～山尾ふとん店前～旭北コ
ミセン～那波紙店前～旭北コミセン
ステージイベント(午後３時～)
県警音楽隊の演奏とリトルマーメイ
ドのバトントワリング、交通安全・
振り込め詐欺のお話、旭北小学校児
童による交通安全「呼びかけ」など
●問い合わせ　旭北地区コミュニテ
ィセンターTEL(866)7266

とき／４月17日(日)午前10時～　
ところ／秋田ニューシティ１階
●問い合わせ　国際ソロプチミスト
秋田の粂川さんTEL(846)2618

ショスタコーヴィチ「祝典序曲」、
2005年度全日本吹奏楽コンクール
課題曲など。
とき／４月10日(日)午後２時開演　

ところ／文化会館
入場料／1,000円(小学生以下無料、
当日券あり)
●問い合わせ　秋田吹奏楽団の中村
さんTEL(846)8332

秋田市歌人協会では、６月10日
(金)に県総合保健センターで行う市
民短歌大会の作品を募集していま
す。出詠料1,000円。
●応募方法　200字詰め原稿用紙に
作品(詠草１人１首、未発表のもの
に限る)、郵便番号、住所、氏名、
電話番号、大会の出欠を書いて、出
詠料を小為替か書留で同封し、４月
30日(土)(必着)まで、〒010-0003秋
田市東通5-12-2 小林政見さん

TEL(834)7206

摂食障害の自助グループによるミ
ーティングです。気軽にご参加を。
参加無料。直接会場へどうぞ。
とき／４月７日(木)と21日(木)午後１
時30分～３時30分　ところ／サン
パル秋田　　
●問い合わせ　秋田NABAの米山さ
んTEL(884)6545

■秋田育英奨学生 ４月に大学・短
期大学に入学し、１年生に在籍する
かたが対象です。
募集人員／国・公立大学105人、私
立大学136人　貸与月額／国・公立
大学４万３千円、私立大学５万４千
円　貸与期間／４月から本人の在学
する大学(短大)の最短修学年限
■すこやか奨学生 第３子以降のか
たで、４月に大学・短期大学に入学
し、１年生に在籍するかたが対象。

募集人員／250人　貸与月額／３
万・４万・５万・６万円の中から選
択　貸与期間／４月から本人の在学
する大学(短大)の最短修学年限
●申し込み　募集要項、申込書を請
求のうえ、４月５日(火)から26日
(火)(必着)まで(財)県育英会事務局

TEL(860)3552

今回から短期派遣も募集します。
会場は旭北の県社会福祉会館。直接
会場へどうぞ。
青年海外協力隊　満20歳～39歳の
かたが対象。４月28日(木)午後６時
30分～、５月14日(土)午後４時～
シニア海外ボランティア 満40歳
～69歳のかたが対象。５月14日(土)
午後１時～
●問い合わせ　JICAプラザ
フリーダイヤルTEL0120(32)5931
(平日午前９時30分～午後５時30分)

法律、相続などの相談に狩野節子
弁護士が応じます。先着６人。
とき／４月18日(月)午前10時～正午
ところ／市老人福祉センター
●申し込み　４月６日(水)午前９時
から市社協ふれあい福祉相談センタ
ーTEL(863)6006(電話でのみ受付)

管理費、管理委託契約などについ
て、秋田県マンション管理士会員が
相談に応じます。
とき／４月23日(土)午後２時～４時　
ところ／サンパル秋田中会議室
●申し込み　４月20日(水)まで秋田
県マンション管理士会TEL(868)1383

赤れんが郷土館は、展示作品の入
れ替えのため、４月11日(月)から15
日(金)まで臨時休館します。

TEL(864)6851

み
ん
な
の
情
報

催し物
案 内

午前10時～

添川字飛鳥田の河川敷公園

元気なさけの稚魚８万匹をみんなで放
流しよう。旭川から大海原へ旅立ち、４
年後に大きくなって帰ってきます。

秋田青年会議所TEL(824)7070

＊小雨決行。大雨のときは翌日に順延

ささけけのの稚稚魚魚をを
放放流流ししよようう！！

４月９日(土)
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小学３～６年生が対象です。ペッ
トボトルロケットなどのアイデア工
作で創造性を育てます。先着50人。
参加費2,500円。
とき／４月23日(土)から来年３月11
日(土)まで、おもに第１・第３土曜
日、午後１時30分～４時
ところ／東部公民館ほか
●申し込み　４月１日(金)から13日
(水)まで東部公民館TEL(834)2206

西部地区にお住まいの高齢者のか
たが対象です。健康に関する講話や
史跡探訪、軽スポーツなど。活動は
年12回程度。年会費3,000円。
●申し込み　４月８日(金)まで西部
公民館TEL(828)4217

勝平地区にお住まいの女性のかた
が対象です。歴史や文化などの勉強
会や移動学習などを通じ、親睦をは
かります。会費月500円。
●申し込み　４月15日(金)まで勝平
婦人学級代表の遠藤さん

TEL(863)0657

20歳以上のかたが対象です。受
講料3,500円。先着各20人。
とき／４月15日(金)午前10時～午後
零時30分と午後６時15分～８時45
分　ところ／サンライフ秋田
●申し込み　４月４日(月)から13日
(水)まで、サンライフ秋田

TEL(863)1391

時間は午前10時～午後零時30分。

会場は秋田テルサ。先着各24人。
参加料各1,700円。申し込みは４月
４日(月)午前10時から秋田テルサへ。
TEL(826)1800
苺のデザート ４月20日(水) 絵巻
寿司 ４月22日(金) 和風シェフの
行楽弁当　４月25日(月)

「秋田藩町触集」「伊頭園茶話」の
解読や佐竹史料館、県公文書館を訪
問して郷土の歴史を学びます。受講
無料。
とき／４月から来年３月までに毎月
２回、午後１時30分～４時　とこ
ろ／雄和図書館　定員／先着30人
●申し込み　４月５日(火)午前10時
から雄和図書館TEL(886)2853

女性が対象です。郷土の歴史など
を学ぶとともに、学級生相互の交流
をはかります。
とき／４月11日(月)～来年３月に
月１回(原則第１月曜日)、午前10時
～正午　ところ／南部公民館ほか
●申し込み　南部公民館

TEL(832)2457

４月16日(土)午前10時、秋田大学
正門前集合。歴史作家の土居輝雄さ
んの案内で手形の寺社巡り。
●問い合わせ　土居輝雄さん

TEL(832)8708

毎回違うテーマで折り紙作り。参
加無料ですが、200円程度の材料費
がかかるときもあります。
とき／４月～12月まで(８月を除く)
の第３木曜日、午前10時30分～正
午　ところ／ふれあい交流館かわべ
(和田駅)のふれあい交流室
●申し込み　同会世話人の山本さん

TEL(882)3316

高校生以上で初めて手話を学ぶか
たが対象です。定員45人(応募多数
の場合抽選)。テキスト代1,500円。
とき／４月27日(水)から７月27日(水)
までの水・金曜日に20回、午後６
時30分～８時30分　ところ／県心
身障害者総合福祉センター
●申し込み　往復はがきに氏名(ふ
りがな)、住所、電話番号、生年月
日、受講希望理由を書いて、４月
15日(金)まで、〒010-8560秋田市山
王一丁目1-1 秋田市障害福祉課手
話講習会受講希望

TEL(866)2093

外国出身で日本語を母語としない
かたが対象です。日常生活に必要な
会話や基本的な読み書きを３つのレ
ベルに分けて学びます。
とき／４月７日(木)から毎週木曜日、
午後６時30分～８時　ところ／ジ
ョイナス　受講料／月1,000円( 教
材費は別)
●申し込み　添

そえ

野
の

さんTEL(863)0866
古
ふる

屋
や

さんTEL(837)9542

学生は除きます。先着15人。
とき／５月７日(土)から来年３月ま
での毎週土曜日、午後１時30分～
３時　ところ／県生涯学習センター　
年会費／10,000円
●申し込み　はがきに住所、氏名、
電話番号を書いて、〒010-0877秋
田市千秋矢留町10ｰ44 秋田ユネス
コ協会　佐藤ミホ子さん

TEL(833)8328

心肺蘇生法や応急手当ての方法を
学びます。受講無料。
とき／４月24日(日)午前９時～午後
１時　ところ／秋田南消防署
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作品展示室がオープン！

芭蕉(別名ニョイスミレ)
の葉に似ていることから
この名前がつきました。

花軸を包む白い部分を
仏炎苞
ぶ つ え ん ほ う

といいます。その姿
は、長い冬の眠りから目覚
め、大地に現れた白い妖精
のようにも見えます。

開花予定日　４月10日ごろ
天候によって、開花日が若干ずれることがあります。

●秋田市植物園
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４月が見ごろの花

公園課TEL(８６６)２４４５
秋田市植物園TEL(８２７)２１１８

こ
こ
で

見
ら
れ
る
よ
！

問い合わせ

(仁別)

毎月１回、市内で見られる旬の草木の開花
情報をお届けするこのコーナー。四季折々の
花を探しに出かけ、秋田の美しい季節を感じ
てみませんか。

４月７日(木)、大学開放センター
アトリエももさだギャラリー棟に、
作品展示室がオープン！　秋田公
立美術工芸短大と附属高等学院の
貴重な所蔵作品を展示します。
オープン記念イベントはいずれ

も入場無料。直接会場へどうぞ。

問い合わせ アトリエももさだ
TEL(888)8137

美短開学10周年・附属高等学院創立50周年記念

４月７日(木)、アトリエももさだに

入場
無料

▼

秋山孝のユーモア・イラストレーション展
４月７日(木)午後３時～
秋山孝のイラストレーション学
４月８日(金)午後２時～３時

開館時間 午前９時～午後５時 (月曜日休館)

オープン
記念
企画展

特別
講演会 アトリエももさだ多目的ホール

美短・附属高等学院卒業生の優秀作品展
※初日のみ午後３時～

▼
▼
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